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水／シリコーンオイル系の自発的な乳化形成

　　　　　　　　　　　○中村和吉（新潟大) ･國枝博信（横浜国大）

〈目的〉シリコーンオイル（ポリジメチルシロキサン）はヘアコンデイショニング基剤などの香粧

品をはじめ被服、食品等に幅広く用いられてる。しかし希釈するための適当な溶剤に乏しく。それ

ゆえシリコーンオイルは乳化系で使用されている。また、シリコーンオイルを乳化させる技術は、

乳化機などを用いた機械的な手法に頼っている。本研究は水／非イオン界面活性剤テトラエチレン

グリコールドデシルエーテル（C12EO4）／イソプロピルミリステート(iPM）／シリコーンオイ

ル（ジメチルオリゴシロキサン）系において自発的乳化が観察できたので報告する。

　〈方法〉C12EO4は日光ケミカルズ社製、オリゴシロキサンは東レダウコーニングシリコーン社製、

IPMは東京化成製を用いた。相平衡図は所定組成の試料を試験管にとり、じゅうぶん振とうした後

恒温水槽（3o℃）に静置し、溶解平衡に達した液相の目視観察によって作成した。乳化粒子の形

態観察は、微分干渉顕微鏡像をデジタル信号に変換し、コントラスト増強処理をして行なった。

　〈結果〉C12EO4とIPMの等量混合物を一成分と見なした、疑似三成分系の3or;における相平衡図

を作成した。この相平衡図から、広い組成範囲で多メラ液晶と過剰の油相が共存した二相系（IILC）

を形成するのがわかった。この二相系領域内の特定の組成において、透明な外観を呈するゲルが形

成する。このゲルを過剰の水とともに軽く振とうすると、○/Ｗ型乳化を得た。得られた乳化の直

径は2.3±0.3 Hillと単分散性が良好だった。また顕微鏡下でゲルと水を接触させると、ゲル／水の

界面において乳化滴が形成し、水中へ拡散移動していくのが観察できた。

　（本研究は、平成７年度公益信託家政学研究助成基金の助成により行ないました。）

2 Ca－12 ＬＢ膜を利用したモデル洗浄系の構築に関する研究

一蛍光ブローブを利用したＬＢ膜作製試料の調製一

　　　　奈良女大　　○中澪典子　田川美恵子

　　　　京都教育大　　後藤景子

　1日的】洗浄現象を実験的に解析するには、よく規定されたモデル洗浄系を用いることが

重要であり、例えば、汚れの付着状態が均一で再現性のよいことが要求される。本研究で

は、Langmuir -Blodgett（LB）膜法によって蛍光物質を結合させた脂肪酸の単分子膜を基

質に累積し、基板への単分子膜の付着状態を視覚的に捉え得るかどうかを検討する。

　【方法】膜物質としてアラキジン酸、蛍光プローブとして4 －ブロモメチルーn メトキシ

クマリンを用いた。炭酸カリウムを触媒としてアラキジン酸と蛍光プローブをアセトン中

で反応させた。結合ブD －ブを単離して１，２－ジクロロプロパンに溶mして展開溶液を調

製し、水面に滴下した。溶媒を蒸発させた後、一定速度で水面を圧縮し、表面圧（､r）一

面積（Ａ）曲線を求めた。シランカップリング処理により表面改質したガラス板を基板と

して用い、垂直液浸法により累積を行った。作製したLB膜は蛍光顕微鏡で観察した。

　【結果】数種の蛍光プローブについて検討した結果、アラキジン酸をラペル化するには、

４－ブロモメチルー7－メトキシクマリンが適当であり、ラペル化したアラキジン酸を単離

するたの溶媒として、メタノールが最も適することがわかった。、r－A曲線から、ラベル

化したアラキジン酸は水面上に単分子凝縮膜を形成することが確認され、この条件で累積

を行ったLB膜の付着状態を蛍光顕微鏡により観察したところ、LB膜法を用いることにより

モデル汚れとしての脂肪酸を均一に付着させ得ることが明らかとなった。
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